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はじめに 
 

 まず初めに、皆さんに理解していただきたいのは、我が国のがん統計では、国民の 2人に一人が何らかの「が
ん」にかかり、3人に一人は「がん」で亡くなっているとされていることです。そして、青森県は全国でも最下
位の短命県であり、この対策が強く望まれています。このなか、2015 年 6 月には三沢市の健康都市宣言が採択
され、実質の活動が始まっています。 
 

短命県返上には、がんの治療 
 

 『短命県返上』。これは、いかにして健康寿命を延ばすか？という一つの事柄にかかっています。比較的若い

世代が亡くなる割合が高い青森県民。このことから、青森県民が寿命を延ばすには、働き盛りの若い人たちの健

康を守ることが大切です。その健康をむしばんでいるのが冒頭で説明した「がん」です。したがって、がん治療

が短命県返上には最大の課題となります。 
 
 



がんの予防には『定期的な検診』？ 
 

 皆さんもご存じのとおり、「がん」は予防と早期発見、早期治療が重要です。このため、まず第一次予防とし

て食事や運動、環境などメタボリック症候群を含めた“生活の改善と向上”が必須となります。そして二次予防

として検診を勧め「がん」の早期発見、早期治療を推進することが大切です。「がん」は進行するまで明確な自

覚症状がないことが多く、多くは無症状のことがほとんどです。したがって「転ばぬ先の杖」としての定期的な

検診が最大の武器となります。 
 

その症状は“前兆”かもしれない 
 

 また、何気ない無関係と思われるような症状が、「がん」の前兆であることもあります。無症状の時はもちろ

んですが、「大丈夫」という気がして、これらの症状が放置されると、重症化する場合があります。前兆に敏感

に反応すること、そして何より積極的に検査を受けておくことが大切です。 
 それでは、それぞれの「がん」に対してどのような何気ない症状があるか？検査は何をすればよいか？を中心

に解説します。 
 

こんな症状ありませんか？ 
 

 体調が優れない、健康診断で何か言われた。これをほおっておくことが何より悪いことです。ここでは、特に

「がん」が発症しやすい胃・大腸・乳房・子宮・肺の「がん」について、症状と一般的な検診方法を解説します。

掲載する症状を参考にして、皆さんは検診を受けてください。 
 
胃の症状・検診 
 

・胃がずっともたれているな 
・食べ物が胸でつかえるな 
・ピロリ菌がいるっていわれたな 
 胃がんの検診では、ヘリコバクター・ピロリの検査、内視鏡検査、消化管造影検査などがあります。40 歳以
上の方は、年 1回は検診を受けてください。 
 
大腸の症状・検診 
 

・血便が出ているな 
・ずっと下痢しているな 
・なんだか体重が減っているな 
 大腸がんの検診では、便潜血検査、ＣＴコロノグラフィー検査、全大腸内視鏡検査などがあります。40 歳以
上の方は、年 1回は検診を受けてください。 
 
乳がんの症状・検診 
 



・胸やわきの下にしこりがある 
・胸にえくぼができている 
・おっぱいの形が変わっている 
 乳がん検診には、マンモグラフィや乳房超音波検査があります。40 歳以上の女性は 2 年に 1 回、乳がん検診
を受けましょう。 
 
子宮頚がんの症状・検診 
 

・生理が終わったばかりなのに血？ 
・おりものがおかしいな 
・生理の周期がおかしいな 
 子宮頚がんの検診には、子宮頚部細胞診などがありますが、日本の検診受診率は低い水準にあります。20 歳
以上の女性は 2年に 1回、子宮がん検診を受けましょう。 
 
肺がんの症状・検診 
 

・せきが続いている 
・変な痰が出ている 
・なんとなく息苦しい 
 肺がんの検診には、胸部Ｘ線検査や喀痰細胞診があります。40 歳以上は年に 1 回、肺がん検診を受けましょ
う。 
 

最大の敵、がん発見のためには？ 
 

 「がん」の発見。たとえば胃がん発見のために胃検診では内視鏡、胃がんの発生に関連するピロリ菌検査、大

腸がんの発見のための便の潜血検査とＣＴや大腸内視鏡による精密検査、乳がんでは自分で行う乳房の触診、ご

く些細な所見を見逃さないことなどにより検査から早期発見が可能になります。また、50 歳以上の三沢市民は
ＰＥＴ－ＣＴ検査を受けることができます。市立三沢病院では内視鏡、ＣＴ、ＭＲＩはもちろんＰＥＴ－ＣＴも

含め、高度な検査を行う機器を整備しており、いつでも市民の皆様に医療提供ができるようになっています。ぜ

ひとも「こんなのは大丈夫だな」と思わずに進んで検診や精密検査を受けるようにお勧めします。「自分の命は

自分で守り、健康で長生きする」ことを実行してください。 
 

最後にもう一度 
 

 健康で長生きするためには、「がん」を克服する必要があります。がん治療の基本は、早期発見・早期治療で

す。野菜をたくさん食べる、禁煙する、お茶を飲む、運動をするのも大事です。それでも、何より検診が一番大

事です。早期の胃がんは内視鏡で治ります。早期の乳がんではおっぱいを残せます。早期であれば、手術・放射

線治療・抗がん薬の体への負担も大きくありません。よって、長生きするために大切なことは、症状がなくても

検診を受けること。そして、症状があったら精密検査を受けることです。「がんと戦うな」は間違いです。人生

そのものが戦いなのですから。 


